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論 文 要 旨 

本論文は、中国自動車企業のキャッチアップ戦略に焦点を当て、クロス・ボーダーM&A による

海外経営資源の導入から、その内部化、企業内の既成経営資源との融合、そしてイノベーション

に至るまでのプロセスとメカニズムを解明しようとする研究である。序章と終章を除いてⅠとⅡ部の 7

章から構成されている。 

研究目的に沿って設定された当該研究の仮説は、(1)海外経営資源利用は中国自動車産業の

キャッチアップ戦略に大きく寄与したこと、(2)後発性優位の活用を特徴とする中国自動車企業に

合わせた分析フレームワークが必要であること、(3)海外経営資源利用のパターンこそ異なるものの

同一方向に収斂していくこと、(4)R&D が海外経営資源利用をキャッチアップ戦略の成功に結び

付けさせるための前提条件であること、という 4つである。仮説をベースにした検証と関係効果のア

セスメントは、それぞれ産業レベルと企業ケースの 2次元で行われている。 

第Ⅰ部の１～3 章は、仮説検証を行うための「前提条件」の整理および産業レベルの検証に値

するものであり、その要点は 3 つほどある。(1)キャッチアップ戦略と後発企業成長の論理を渉猟し、

中国自動車産業のキャッチアップ戦略の形成および政府の政策的枠組みを時系列に分析する。

内部蓄積、「引進来」（外資導入）、「走出去」（海外直接投資）と「引進来」のミックスからなる「3段跳

び」で中国自動車産業の経営資源ソースの段階的特性をまとめた。(2)クロス・ボーダーM&A の系

譜と基本概念に関する考察を通じて、「引進来」（Out-in 型）、「走出去」（In-out 型）を含めた広義

的 M&A、つまり本論文で用いるクロス・ボーダーM&A の概念を導き出し、論文題目の「クロス・ボ

ーダーM&A」と呼応する。これに引き続いて、OLIパラダイムから LLL分析フレームワークまでの

FDI 理論をサーベイするとともに、ポジショニング、資源ベース、ダイナミック・ケイパビリティ（DC）
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など動態的な競争戦略に関わる諸説を解析する。そのうえで、DC 戦略理論の感知（Sensing）、

選定（Seizing）、変革（Transforming）の 3 つに、融合（Integrating）という 4 つ目の段階を加え

ると共に、感知、選定、リンケージ、獲得、学習、改善、イノベーションという 7 つの要素を包括する

筆者のオリジナルな分析フレームワークとして SSIT モデルを構築した。(3)中国自動車企業のクロ

ス・ボーダーM&A による海外経営資源利用の見地から、Out-In 型、In-Out 型、Out-In と In-

Outのミックス型という 3つの基本パターンに集約し、これら 3つのパターンを可能にならしめた中

国的要素を、政府主導、漸進的な経済体制移行、後発性ゆえの戦略目標、バックグラウンドとして

の「世界市場」という 4つの特徴を提示している。 

関連分野のサーベイ、基本概念の導出、筆者のオリジナルな分析フレームワークの提示、中国

自動車企業の海外経営資源利用の基本パターンおよびそれを可能にならしめた主要素を明らか

にしたうえ、Ⅱ部の 4～6 章においては、企業ケースの分析を行ってきた。そのポイントは 4 つでま

とめられる。(1)上海汽車の合弁事業、吉利汽車のボルボ買収、BYD の電気自動車事業というよう

に、関連企業の関連事業のみをそれぞれに Out-In 型、In-Out 型、Out-In と In-Out のミックス

型ケースとして選定する。(2)学術論文など文献的資料に加えて 8 回にわたった現地インタビュー

資料および入手可能な企業内部資料を活用する。(3)SSIT モデルを用いて段階的・要素的分析

を施し、内容、特性、効果などでもってケース間の比較を可能にならしめている。(4)財務諸表をベ

ースにするいっぽう、とくに自社ブランドの開発、イノベーションの効果をアセスメントの指標に据え

付けてそれぞれのケースの効果の比較分析を行なってきた。 

Ⅱ部の 7章の中国自動車産業のキャッチアップ戦略に関するアセスメントは、産業レベルと企業

ケースの 2次元で行った。産業レベルでは、主にフォーチューン誌の「世界トップ 500 企業評価ラ

ンキング」と Brand Finance誌の「2017年世界自動車ブランド価値トップ 100」のデーターを引用

して、中国自動車産業のポジショニングの変化を説明し、企業ケースで取り上げた 3つの企業を含

めた中国自動車産業のすさまじい成長を立証する。いっぽう企業レベルにおいては、SSIT分析か

ら見る合体要因とプロセスの特性、キャッチアップ戦略のアセスメント、総合評価という 3 つの項目

を導入してケース間の比較を交えながら評価した。その主たる観点は 3つである。(1)3つのモデル

ケースはスターティングラインが異なるものの同じ方向に収斂している。(2)R＆D が 3 つのモデル

ケースを貫いた共通項である。ただし、段階ごとの R＆Dの重点に相違が認められる。(3)3つのモ

デルケースの中国自動車産業のキャッチアップ戦略に果たす役割に段階的な違いが見られる。

Out-In 型から In-Out 型および Out-In と In-Out のミックス型への進化は、一般的経営資源獲

得の段階から競争優位の構築に必要なハイレベルの経営資源の獲得、さらに新エネ車時代のグ

ローバル競争に特化した経営資源の獲得に至るまでの経路を示したものであり、中国自動車産業

の発展およびそのキャッチアップ戦略のステップアップを反映したものである。 

このように、産業レベルと企業レベルの検証により序章で提示した 4 つの仮説はそのいずれに

ついても成立していると結論した。なお、クロス・ボーダーM&Aによる海外経営資源利用が中国自

動車産業のキャッチアップ戦略、ひいては中国自動車産業の発展に大きく寄与した背景には、企

業戦略およびそのオペレーションとともに、中国ならではの要素があった点も注目されたい。 
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論文審査要旨 

本論文は、中国自動車企業がクロス・ボーダーM&A による海外経営資源利用を通じてキャッチ

アップし、持続成長をはかるメカニズムを解明しようとする研究である。今日的意義と学術的な示唆

ともに大きい。 

また、仮説の設定、研究の狙いは新規性があり、関連分野のサーベイ、基本概念の導出、筆者

のオリジナルな分析フレームワークの構築・運用、類型学を用いた中国自動車企業のクロス・ボー

ダーM&A パターンの整理、企業ケースの選択・分析および比較・評価、そして仮説検証による結

論の導出などといった流れは、スムーズであり、論理性と整合性を貫いている。 

このなかで、とくに優れた点は、先行研究の主要論点を漏らさずに渉猟したうえで、筆者のオリジ

ナルな分析フレームワークである SSIT モデルを提示し、それに基づいて中国自動車企業 3 社の

経営資源の蓄積過程を海外経営資源の導入、内部化、規制経営資源との融合、イノベーションの

段取りで分析したことである。この点から、筆者はすでに独立した研究者としてオリジナルな分析フ

レームワークを構築できる能力を身につけていると考えられる。 

なお、関連資料の入手が難しい側面もあるが、学術論文や専門著書などに加えて新聞記事や 8

回にわたった現地インタビュー調査の資料および入手可能な企業内部資料を活用していることも

大きく評価できる。 

審査過程において審査委員の要求に応じて補足、修正があったが、最終提出論文については、

その論理性、独創性、労作性が認められ、課程博士論文の基本要件を満たしていると、審査員全

員一致で合格と判定した。 

 

 

口頭審査要旨 

2019年 7月 12日 12時 30分から公開による口頭試問が実施された。論文要旨の口頭発表、

提出論文および口頭発表をめぐる質疑応答、主査・副査 5人のみの非公開の合否判定会議という

ように、30 分刻みの所定内容に沿って進行した。試問会場には、審査員以外に大学院生ら 20 名

程度の参加もあった。 

口頭発表では、本人がパワーポイントと配布資料を使用し、論文の仮説、仮説検証、仮説検証

の結果、研究のオリジナリティを軸に論文の要旨を報告した。その後、審査員より論文査読評価シ

ートで提示された諸問題への対応を中心に質疑応答が行われた。筆者のオリジナルな分析フレー

ムワークである SSIT モデルを適用した中国自動車企業 3 社の分析およびその比較・評価のほか

に、 Out-In型、In-Out型、Out-In と In-Outのミックス型という分類の整合性、現地調査資料の

使い方に関わる質問やコメントが多かったが、その何れについても納得のいく説明、明快な回答が

行われた。 
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審査の結果、論文の論理性、独創性、労作性、とくに筆者のオリジナルな分析フレームワークで

ある SSIT モデルの構築およびその適用が大きく評価されている。クロス・ボーダーM&A に因ん

だ企業モデル定義表現の明瞭さについて修正を求められる箇所があったが、論文の価値を覆す

ほどの問題ではないと判断した。 

以上により、本論文は課程博士論文の水準に達していると、審査員全員一致で合格と判定した。 


